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私　も　芸術家の一人よ　　　　　　　　2月12日　版画教室
中央公民館で、毎週木曜日に3月までの8回にわたり、版画教室が開かれています。初め彫刻刃をぎこ

ちなく使っていた人も、今では、写真右上のようにりっはな作品を彫るまでに上達しました。

（左官濃霧）i　たばこ消費税は
人　　口　　　15，099人（＋　4）

男　　　　　　7，283人（＋1）

女　　　　　　7，816人（＋　3）

世帯数　　　　4，164戸（＋　4）

転　　入　　51　　転　　出　48

暮らしの中に

生かされています
出　≒畳ま孟㌔9！●たばこは町内で貰いましょう。

お出かけは　　ひ　と声かけて　　カ　ギかけて
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階塞 

∴ 

所得群贈与姥の

裁け動晦日を
唾統勧説継ぎ酌竺）

差別な　く　して　　明るい　　町づ　く　り

藍
登
妥
整
斉
を
藍
語
を
整
斉
を
害
悪
蚤
藍
斉
を

鵬
納
　
税
　
相
　
談
　
醐

雪
雲
電
卓
雪
雲
喜
昏
霊
試
せ
雪
雲
為
せ
望
芸
事
棄

昭
和
5
7
年
度
町
県
民
説
申
告
並
び
に
、
昭
和
5
6
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
も
れ
な
く
申
告
を

し
て
下
さ
い
。町

　
県
　
民
　
税
　
申
　
告

所

得

税

確

定

申

告

◎
3
日
は
績
渡
所
得
の
申
告
も
、
併
せ
て
受
付
け
ま
す
。

振
替
納
税
の
お
す
ず
め

所
得
税
の
納
税
は
、
「
安

全
」
　
「
便
利
」
な
振
替
納
税
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
制
度

は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
馨
と
金

融
機
関
に
依
頼
し
て
お
く
と
、

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
猿

轡
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
、
納
税
の
た
め

に
現
金
を
持
ち
歩
く
必
嘆
が
な

く
「
安
全
」
で
「
梗
利
」
で
す

こ
の
板
金
に
振
替
納
税
制
度
を

利
用
さ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す

手
続
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は

諾
松
税
務
署
暗
譜
0
9
3
（
7

6
1
）
2
5
3
6
ま
た
は
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
柴
田
ヤ
エ
ノ
様

（
尾
崎
）
柴
田
芳
信
様

故
熊
浦
登
美
雄
様

（
東
町
）
煎
浦
み
か
様

故
坂
本
垂
利
様

（
島
津
）
坂
本
照
美
様

1
6
ミ
リ
映
写
機

技
術
講
習
会
開
催

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
気
軽
に
、

映
写
機
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
1
日
自
　
3
月
1
3
日
へ
土
）

1
3
時
0
0
分
～
1
7
時

2
日
目
　
3
月
1
4
日
（
日
）

9
時
～
1
7
時

▽
会
　
場
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
　
象
　
公
民
館
、
子
供
会
育
成
会

P
T
A
等
社
会
教
育
関
係
団
体

▽
携
行
品
　
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
昼
食

▽
申
込
先
　
3
月
5
日
（
金
）
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
陸
別
、
生
年
月
日
、
愈

話
番
号
、
所
属
団
体
名
を
紀
人
の
上
教

育
委
貝
会
社
会
教
育
課
ま
で
。

0
0
テ
ス
ト
通
過
者
に
は
1
6
ミ
リ
映
写

機
操
作
認
可
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

㈲
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
外
国
青
年
と
語
ろ
う
～
青
春
の
ふ
れ
あ
い
」
参
加
者
募
集

▽
主
　
催
　
北
九
州
市
立
脊
年
の
家

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
3
月
1
3
日
・
1
4

日
　
1
油
2
日
　
9
時
～

▽
会
　
場
　
北
九
州
市
瓦
玄
海
青
年
の

家
　
若
松
区
竹
並
鵬
の
2

▽
対
　
象
　
1
8
歳
以
上
の
昔
年
で
、
全

日
程
参
加
で
き
る
人
。

二
千
円
（
会
費
、
シ
ー
ツ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
諒
念

軍
兵
代
等
）

筆
記
用
具
等

得
話
で
玄
海
昔
年
の
家

0

9

3

（

7

4

1

）

2

8

0
1
に
3
月
1
0
日
ま
で
。



（3）塵⑱弱めが　　　　　　　　　　　　　　　第285号

永代使用料とは、霊園内の土地を分

譲することではなく、永久に使用す

る権利を取得するための代金です。

糧別 区分 �曽∴通 墓地 �芝生 墓地 �自由 墓∴地 �碑石型 像∴隠 

町　内 �62．500 �54．000 �69．500 �71．000 

町　外 �68．000 �59．000 �76．000 �77．500 

類単価はl平方メートル当りを示す。
〔例〕59．000円×4品－236000円

こころ清らかな憩い

祖先を敬う導きが心を和ませ、静かな憩いが故

人を懐しく偲ばせてくれます。暗い基地のイメー

ジを廃して、もっと　もこころ滴らかな憩い、の抵

触を。遠賀霊園はそんな考えのもとに、新しく実

現します。滴れる人、そして永遠に眠る人にぽん

とうにやすらぎと憩いを兄い出していただきたい

という念頭をこめて……。

管理料とは、盛園の美化保存と盤所

等の清掃、その他霊園通常に要する

経費です。

種別 �普　通 �芝　生 �自　由 �碑石型 
区分 �墓　地 �墓．地 �真∴飽 �愉　類 

町　内 �15．000 �18，000 �15．000 �15．000 

町　外 �18．750 �22．500 �18．750 �18．750 

猿単価Itl平方メートル当りを示す。（15年分）
〔例〕普通18．750円×6㌔－112．500円

帥鞋登録証（印鑑手帳）は重要な書類です。紛失しないよう注意しましょう

第
1
0
回
町
民
走
ろ
う
大
会

参
加
者
受
付
中
　
3
月
1
日
ま
で
受
付
け

！
県
民
の
み
な
さ
ん
全
員
で
走
り
ま
し
ょ
う
・
－

遠
賀
霊
園
好
評
販
売
中

永
代
使
用
料

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

遠
賀
町
体
育
協
会

▽
主
　
管
　
遠
質
町
陸
上
競
技
協
会

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
3
月
1
4
日
（
日
）

受
付
　
8
時
3
0
分
～

9
時
0
0
分

開
会
式
　
9
時
5
0
分

ス
タ
ー
ト
　
的
時

閉
会
式
　
日
時
4
5
分

▽
集
合
場
所
∴
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

▽
種
　
目

◎
走
ろ
う
大
会
の
部
（
日
頃
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
）

①
小
学
生
1
・
2
年
　
男
・
女

②
小
学
生
3
・
4
年
　
男
・
女

③
小
学
生
ら
・
6
年
　
男
・
女

①
中
学
醤
　
全
学
年
　
男
・
女

③
中
卒
以
上
1
9
蔵
ま
で
　
男
・
女

⑥
2
0
歳
以
上
2
9
歳
ま
で
　
男
・
女

⑦
5
0
韻
以
上
3
9
歳
ま
で
　
男
・
女

⑧
4
0
歳
以
上
4
9
歳
ま
で
　
男
・
女

⑨
5
0
歳
以
上
5
0
織
ま
で
　
男

⑱
0
0
蔵
以
上
　
　
　
　
　
男

◎
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス
の
部
（
老
年

者
、
女
性
、
一
般
初
心
者
）

こ
れ
は
、
出
発
前
に
自
分
の
所
要

時
間
を
宣
言
し
、
芙
走
し
た
所
要
時

間
と
の
誤
差
を
競
う
も
の
で
誤
差
の

少
な
い
順
序
で
順
位
を
決
め
る
。

▽
走
距
離

2
恩
　
全
小
学
生
、
全
女
性
、
全
5
0

戯
以
上
男
性
、
宣
言
タ
イ
ム

レ
ー
ス
出
場
者

5
品
　
中
学
生
－
2
9
歳
ま
で
男
挫

▽
出
場
資
格
　
町
内
在
住
者
、
ま
た
は

在
勤
・
在
学
者

▽
申
込
み
　
3
月
1
日
（
月
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
∴
認
諾
（

3
）
1
3
5
5
に
申
込
み
下
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
準
備
の
都
合
上
、
締
切
後

の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
参
加
上
の
注
意
誌
項

1
自
分
の
健
康
状
態
を
よ
く
考
え
、

自
分
の
費
任
で
参
加
す
る
こ
と
。

（
未
成
年
者
は
、
保
報
者
と
よ
く

相
談
の
う
え
参
加
す
る
こ
と
）

2
走
者
は
、
通
路
の
中
央
線
か
ら
右

に
出
な
い
よ
う
に
走
る
こ
と
。

3
競
技
中
の
郵
政
に
つ
い
て
は
、
応

急
処
程
は
主
他
者
で
行
う
が
、
そ

の
後
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
各
自

で
行
な
う
こ
と
。

4
走
っ
た
後
は
、
体
が
冷
え
る
の
で

轡
替
え
を
用
意
す
る
こ
と
。

遠
賀
町
が
経
営
し
て
い
ま
す
遼
班
荘
園
の
見
学
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
見
学
禿
聖
の
方
は
、
集
合
場
所
に
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
、
無
料
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に
て
送
通
し
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

l
串
話
者
の
住
民
票
勝
本
一
道

2
日
話
者
の
印
鑑
（
認
帥
）

X

 

X

 

X

 

X

 

X

　

　

×

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
慈
し
一
し
い
ま
す

遠
賀
霊
園
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
遠
賀
町

役
場
財
務
課
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
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鎌舞脱藩裁灘輯僧色艶紹凋

離綱儲餌脳紫郎絡蝋潮岬

ダイヤルは
指止めまで正確にノ

毎月　　舘三日曜日は「家庭の目」です

（答）

裁
判
を
し
た
い
が
、
費
用
が
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

（
問
）
講
評
訟
彊
評
議
…
琵
湖

の
で
す
が
、
裁
判
に
必
要
　
ろ
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
訴
訟
救
助
を

な
費
用
が
な
く
困
っ
て
い
　
受
け
る
た
め
に
は
、
訴
総
費
用
を
支
払

ま
す
。
お
金
が
な
い
と
、
う
お
金
（
資
力
）
が
な
い
こ
と
（
訴
訟

裁
判
を
す
る
こ
と
も
で
き
∴
費
用
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
と

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
家
族
の
生
活
に
支
障
を
生
ず
ろ
抱
合
な

日
本
国
憲
法
は
、
第
1
4
条

第
1
項
と
第
3
2
条
で
、
す

べ
て
の
国
民
の
法
の
下
の
平
等
と
裁
判

を
受
け
る
権
利
を
保
持
し
て
い

ます。し
か
し
、
お
尋
ね
の
よ
う
に

ど
）
と
、
裁
判
に
勝
つ
見
込
み
が
な
い

と
は
言
え
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
訴
訟
救
助
を
秀
望
す
る
人
は
、

裁
判
所
に
訴
訟
に
訴
状
を
提
出
す
る
と

償
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
分
割
償
還
、
償
還
猶
予
、

償
還
免
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
で
き

ます。こ
の
法
律
扶
助
を
受
け
た
い
人
は
、

各
都
道
府
県
の
弁
護
士
会
館
の
中
に
あ

る
法
律
扶
助
協
会
ま
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
法
務
局
・
地
方
法
務
局

の
人
権
相
談
窓
口
ま
た
は
人
橋
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
も
、
法
律
扶
助
協
会
を

あ
っ
せ
ん
し
て
く
れ
ま
す
。

憲
法
で
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障

網
羅
講
評
…
訴
訟
費
用
の
支
払
い
を
猶
予
す
る

結
語
彊
講
　
裁
判
費
用
を
立
て
替
え
て
く
れ
る

た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
「
訴
訟

「
訴
訟
救
助
」

「
法
律
扶
助
」

救
助
」
と
「
法
律
扶
助
」
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

＜
訴
駄
救
助
＞

裁
判
を
す
る
に
は
、
収
入
印
紙
に
よ

っ
て
納
め
る
一
定
の
手
数
料
と
証
拠
調

べ
の
た
め
の
費
用
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
訴
訟
費
用
と
い
い
、

最
終
的
に
は
裁
判
に
負
け
た
人
の
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、

訴
え
を
起
こ
す
人
が
裁
判
所
に
納
め
る

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
に
、
市
区
町
村
長
や
民
生
委
員
の
発

行
す
る
「
無
資
力
の
証
明
書
」
な
ど
を

付
け
て
、
訴
訟
救
助
の
申
し
立
て
を
し

ます。
＜
法
律
扶
助
∨

「
法
律
扶
助
」
の
制
度
は
、
訴
訟
費

用
の
は
か
に
弁
麓
士
費
用
も
含
め
て
、

裁
判
で
勝
て
る
見
込
み
が
あ
り
な
が
ら

裁
判
費
用
に
困
っ
て
い
ろ
人
に
、
そ
の

立
て
替
え
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
立
替
金
は
、
裁
判
が
終
わ
っ
た
時

昨
年
の
3
月
か
ら
掲
載
し
て
き
ま
し

た
「
暮
ら
し
の
中
の
法
律
相
談
」
は
、

今
回
で
終
わ
り
ま
す
。

鯵
や
麺
総
や
麹
鶴
や
・
瞳

良
い
子
は
み
ん
な
集
ま
れ
ノ

轡
燦
爆
燈
憾
燈
緩

こ
の
行
事
は
、
年
に
一
度
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
良

い
子
の
皆
さ
ん
が
一
経
に
映
画
を
見
る
催
し
で
す
。

さ
あ
、
中
央
公
民
館
へ
レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
′

▽
日
　
時
　
3
月
7
日
（
日
）

あ
い
さ
つ
　
9
時
4
5
分

第
一
回
目
上
映
　
1
0
時
－
1
2
時

第
一
両
目
上
映
　
1
3
時
1
1
5
時

∇
会
　
場
　
中
央
公
民
館
2
階
大
木

▽
対
∴
象
　
町
内
の
観
と
子

▽
内
　
容

°
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
「
ト
ン
デ

モ
ネ
ズ
ミ
大
海
里

イ
ギ
リ
ス
の
昔
か
ら
肥
り
つ
か
れ

て
い
る
、
と
ん
で
も
ネ
ズ
ミ
と
、
と

ん
で
も
ネ
コ
の
宿
命
の
対
決
を
つ
づ

っ
た
ス
リ
ル
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

作品。○
破
書
庫
∴
吉
見
ち
ゃ
ん
と
儀

の
七
転
八
鰹
き
」

勉
強
も
運
動
も
だ
め
a
少
年
分
初

物
の
健
ち
ゃ
ん
と
、
自
信
を
失
い
か

け
た
お
相
接
取
り
と
が
知
り
合
い
、

「
や
れ
は
出
来
る
」
と
諾
す
る
ま

で
の
物
語
。

当
日
隼
か
き
ら
ず
大
人
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
来
ま
し
ょ
う
。

癖
、
鴫
諦
癖
、
あ
豹
癖
）
鴫
豹

折
尾
電
報
電
話
局
の
電
話
番
号
変
更

2
月
1
日
か
ら
次
の
よ
う
に
籠
詰
零
　
下
さ
い
。

号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

◎
密
語
の
新
設
・
移
握
等
の
問
い
合

わ
せ
（
6
0
1
）
0
0
0
0
番

旧

（

6

0

1

）

1

0

0

0

番

◎
電
話
料
金
の
問
い
合
わ
せ

（
6
9
1
）
2
0
0
0
番

3
月
、
4
月
は
引
起
し
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
感
話
の
移
転
は
早
め
に
申
し
込
み
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1等 �ステレオラジオ カセットテープ レコーダー �A　組 �086492 
A・B櫨 共∴∴連 �811218 

133933 

815630 

2等 �折りたたみ式 　目庵皐 �A　組 �下す（1た 　30952 
A・Ba 箕∴∴連 �下eI†た 　89745 

3等 �手紙セ　ット �A・B組 尖∴∴運 �嵩別様2 

4等 �お年玉切手シート �A・B組 其∴∴運 �嗣欝l諾 

20歳になっ　たら国民年金に加入し　ま　し　ょ　う

㈹

目
に
つ
い
て

台
柄
は
白
と
長
い
横
杵
と
の
組
合
せ

で
テ
つ
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

乃
木
将
軍
が
少
年
時
代
、
台
柄
で
米

を
つ
き
な
が
ら
本
を
読
ん
で
い
た
と
い

う
こ
と
は
有
名
な
話
で
年
配
の
方
に

は
、
ご
記
憶
で
あ
ろ
う
。
長
府
の
乃
木

邸
に
は
、
そ
の
台
柄
が
今
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。

残
っ
て
い
る
。

一
方
、
製
粉
は
以
前
は
悉
く
演
目
の

作
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
号
に
も
記
し

た
が
、
労
苦
の
跡
を
物
語
る
、
石
臼
は

ま
だ
家
の
隅
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
を

見
か
け
る
守
と
が
あ
る
。

裸
麦
を
煎
っ
て
粉
に
し
た
も
の
を
、

ハ
ッ
タ
イ
粉
と
い
い
、
子
供
の
と
き
、

オ
ヤ
ツ
に
練
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
た
の

も
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
石
臼
の
目
が
つ
ぶ
れ
る

と
、
臼
す
り
の
能
率
が
馨
し
く
低
下
す

る。

そ
の
た
め
、
大
師
が
大
師
憩
の
夜
だ

け
廻
村
さ
れ
る
の
で
石
臼
の
側
は
掃
除

を
し
て
お
け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

娘
た
ち
は
そ
の
日
は
石
臼
の
側
を
歩

く
こ
と
を
怖
か
っ
だ
と
い
う
。

石
臼
を
挽
く
の
は
二
人
で
挽
か
な
け

れ
ば
重
い
。
そ
れ
で
も
腕
の
だ
る
い
住

専
で
あ
る
。

〇
日
を
ひ
さ
や
こ
そ

お
手
に
も
さ
わ
れ

悩
み
の
あ
る
方
へ
…
・
・
心
配
ご
と
相
談
は
お
気
軽
に

遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎

月
2
回
、
相
談
貝
に
よ
る
心
配
こ
と
相

談
を
う
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
さ
れ

た
こ
と
は
秘
密
で
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
御
相
談
下
さ
い
。

▽
日

▽
場

時
　
毎
月
1
0
日
、
2
3
日

1
3
時
－
1
6
時
（
当
日
が
、

日
祭
日
の
場
合
は
翌
日
、

土
曜
日
の
場
合
は
翌
週
の

月
曜
日
）

所
　
町
公
民
館
別
館

米
つ
き
は
一
日
に
米
一
俵
（

3
斗
4
升
俵
で
あ
り
5
1
向
）
　
つ

け
ば
一
人
役
と
い
わ
れ
た
。

白
は
食
物
調
整
用
具
と
し
て

近
時
ま
で
家
の
中
心
的
役
目
を

果
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
日

を
主
と
し
た
行
革
は
多
い
。

年
越
の
夜
は
白
休
・
正
月
二

日
目
を
記
し
て
餅
を
つ
き
、
そ

の
節
を
日
に
供
え
る
目
通
し
と

い
う
行
革
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
白
を
中
心
に
し

て
、
道
具
を
周
囲
に
飾
り
落
水

あ
い
に
ゃ
兄
も
す
り
や

思
う
ば
か
り

〇
日
の
か
る
き
よ相

手
の
よ
さ
よ

相
手
か
わ
ろ
な

あ
す
の
夜
も

〇
日
を
ひ
く
夜
に
ゃ必

ず
お
い
で

う
ず
の
手
こ
し
ょ
と

言
う
て
お
い
で

つ
ら
い
夜
ナ
べ
仕
事
の
中
に

も
、
カ
ン
テ
ラ
の
ほ
の
暗
い
光

の
も
と
で
碧
い
男
女
の
ロ
マ
ン

を
上
げ
た
り
、
白
の
上
に
箕
を
置
き
、

そ
の
上
に
桝
を
お
い
て
、
お
鏡
餅
を
供

え
ろ
な
ど
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
方
法

で
道
具
の
一
年
間
の
労
苦
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
迎
え
ろ
一
年
間
も
宜
敷
く
働

い
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
で
藷
道

具
を
祭
る
。
こ
れ
を
道
具
の
牢
破
り
と

い
い
、
東
北
の
方
に
は
、
こ
の
風
習
が

或
い
は
、
大
豆
を
煎
っ
て
挽
い
た
キ

ナ
粉
な
ど
も
娩
白
の
お
世
話
に
な
っ
た

も
の
だ
。
そ
の
他
、
大
豆
を
一
晩
水
に

浸
し
て
艶
い
て
作
っ
た
豆
腐
や
、
ご
汁

な
ど
が
あ
る
。

旧
Ⅱ
月
2
3
日
夜
、
大
師
が
石
臼
の
日

切
り
を
し
て
あ
ろ
く
と
い
う
伝
説
が
残

っ
て
い
ろ
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

ス
が
生
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〇
日
を
ひ
く
と
き
ゃ
と
ろ
と
ろ
ま
な
こ

団
子
喰
う
と
き
ゃ
∴
猿
ま
は
こ

一
日
中
の
仕
啓
を
終
え
、
再
び
夜
ナ

べ
の
白
ひ
さ
は
、
苦
労
の
連
続
で
こ
の

よ
う
な
唄
の
文
句
も
否
め
な
い
で
あ
ろ

ヽ
ブ
○

（
吉
野
　
千
年
）

「
今
年
は
、
い
い
年
で
す
。
」
と

年
賀
は
が
き
一
等
・
二
等
当
選
者

2
月
4
日
遠
賀
川
郵
便
局
で
、
年
賀

は
が
き
の
一
等
、
二
等
当
選
者
の
お
年

玉
引
換
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

曹
び
の
一
等
当
選
者
は
、
新
町
の
石

丸
進
さ
ん
、
二
等
は
、
町
内
の
い
と
こ

か
ら
届
い
た
は
が
き
が
当
選
と
い
う
ラ

ッ
キ
ー
な
別
府
の
宮
野
茂
さ
ん
で
す
。

二
人
と
も
「
今
年
は
、
い
い
年
で
す

ね
。
」
と
こ
つ
こ
つ
顔
。

さ
て
、
あ
な
た
も
も
う
一
度
、
は
が

き
を
見
喧
し
で
は
…
…
。

昭
和
5
7
年
年
賀
は
が
き

お
年
玉
当
選
番
号

▽
お
年
玉
引
換
期
間
　
1
月
2
0
日
～

7
月
1
9
日
ま
で

（
写
真
右
か
ら
、
察
郵
便
局
曇
、

賞
品
を
前
に
一
籍
の
石
丸
さ
ん
、

二
籍
の
宮
野
さ
ん
）
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▽　◎

時　期

関　目

▽　　▽▽▽▽　　▽◎▽　　▽▽▽▽　　▽⑥
科　内持対現　時期料∴内持対甥　時期乳

参象　　　　　　　　　　参象
全　容品者所　間日金　容品者所　　関目

町 �も �鹿 児 島 �農 婦 �大 型 

内 �え な い ゴ ミ ��島 車 線 か �本 線 か �家 

全 域 ��lプ �ら ヒ �庭 篤 ＿側 地 区 �］ 側 地 区 �ゴ く 

プ空 � � �（ぐ　テ 
3 月 10 日 �ラカ スン チヽ �3 月 24 �3 月 �ツレ トビ 机冷 、蔵 

ツ空 クビ ��10 

及 び �製‥ン 早、 �日 �目 �J臆 す、 、家 白兵 
ガ ゴラ 

3 月 �ムス 等栄 陶 器 �水 �水 �転’ 革延 等宍 

24 日 ����ふ 

類 ���と ん 

3月分し尿くみ取り予定表

くみ 取り口 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（月） �西町、木守 � 

2（火） 3（水） 4（木） �東町、浅木の一部 �広漠 

広渡 若松、尾崎 

5（金） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

8（月） � �別府、木守、老良 

立て未㌻ �旧停（旧3号綿北側）鬼津、若松 � 

12（金） �旧停（旧3号線南側） � 

13（土） �遠賀Iii � 

玉‾て元丁 �遠賀川 � 

16（火） �遠賀IIi、新町 � 

17（水） �新町 �鬼津 

蕎‾そ末「 �新町 �別府 

19（金） �鬼津（山水苑）若松、別府（高瀬） �千代丸、小鳥掛、別府、鬼津 

20（土） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

23（火） �新町 � 

訂て元㌻ � � 

25（木） �別府 � 

26（金） �尾崎、今古賀 � 

27（土⊃ �尾崎 � 

29（月） � � 

30（火） �浅木、虫生津 �老良 

31（水） �浅木 �今古賀、島津、浅木、小鳥掛、彊喰 

不要犬の引取　り　は遠賀保健所　　003（201）4161へど　う　ぞ

偶
滝
腿
術
衛
山
笠
の
総
U
謬

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
∴
窓

▽
料
　
金

3
月
2
日
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

無
料

児
　
相
　
談

3
月
9
日
（
火
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
間
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
1
－
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

3
月
1
5
日
（
月
）

9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
間
に
お
い
で
下
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
0
～
6
ゎ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
3
月
5
日
（
金
）

▽
揚
所
及
び
時
間

。
老
人
憩
の
家

1
0
時
－
日
時
0
0
分

。
尾
崎
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
館
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。

検
尿
o
血
圧
測
定

。
問
診
。
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

3
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

子
宮
ガ
ン
、
冒
ガ
ン
検
診
申
込
み
受
付
中

詳
細
は
、
2
月
1
0
日
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

恐
ろ
し
い
白
い
粉
、
「
覚
せ
い
剤
」

が
一
般
市
民
、
と
り
わ
け
宵
少
年
層
や

主
婦
周
の
樹
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
覚
せ
い
剤
の
弊
害
は
私
た
ち
の

家
庭
や
職
場
に
ま
で
忍
び
寄
っ
て
さ
て

い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
乱
用
防
止
に
は
、
一
人

一
人
が
覚
せ
い
剤
に
「
近
寄
ら
な
い
」

「
近
づ
け
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

銘
せ
い
剤
の
漕
輸
、
密
売
の
話
を
聞

い
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
謡
察
ほ
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
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別府4387番地の19（綜光苑）

蔵原卓芙ちゃん

（饗さんの瑚）
昭和56年10月11日生

今や蔵原家のアイドル「タ
ックン」。お腹にい部寺も、

この世に顔を出してからも、

手足をバタバタ、ヨイヤサと

特徴のある動きでタックン踊

り。とにかく元気のいい男の

子です。

浅木1000番地の5

小田部洋子ちゃん

（醇さんの長女）
昭和50年8月15日生

予定日よりも、20日も早く

生まれたおチビさんだけど、

今は、体中元気いっぱいの毎
日です。

明るく、元気で、そしてお

もいやりのある子に育ってほ

しいなァと思っています。

しもやけの

予防と治療

あなたです．／火事を出すのも　防ぐのも

廃
棄
物
処
理
施
設
技
術
管
理
者
資
格
認
定
語
習
会

詳
細
に
つ
い
て
は
、
（
財
）
日
本
環
窮
衛
生
セ
ン
タ
ー
九
州
支
局
砥
話
0
9

2
（
5
8
2
）
4
8
7
1
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

2
月
2
8
日

（
日
）
～
3
月

嘗
（
土
）
は
、
覿

し
も
や
け
は
、
皮
膚
の
深
部
に
あ

る
動
脈
と
瀞
脈
の
連
絡
部
分
（
皮
膚

糸
球
と
い
い
ま
す
）
の
機
能
障
害
に

よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
動
脈
と
静
脈
連
絡
蔀
分
は

手
や
足
の
指
の
関
節
な
ど
小
さ
な
関

節
の
背
面
と
か
、
耳
た
ぶ
の
よ
う
な

体
の
末
梢
郭
分
に
だ
け
あ
っ
て
、
し

も
や
け
も
、
そ
こ
に
生
じ

や
す
い
の
で
す
。

い
ず
れ
も
か
ゆ
み
が
強
く
、
ひ
ど

い
と
き
は
馨
痛
も
あ
り
、
激
動
を
つ

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
の
方
法
と
し
て
は
、
し
も
や

け
の
起
こ
り
や
す
い
手
足
の
指
の
関

節
部
分
や
耳
た
ぶ
、
そ
の
周
辺
を
、

軟
帝
を
す
り
こ
み
な
か
ら
、
5
－
1
0

分
は
ど
よ
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と

ま
た
手
足
を
ま
ず
冷
水
に

番
の
全
国
火
災

予
防
運
動
期
間

で
す
。
後
半
の

3
月
7
日
（
日
）
－
1
3
日
へ
土
）

の
聞
、
午
前
7
時
と
午
後
8
時
の

2
回
、
役
場
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を

各
一
分
間
ず
つ
行
い
ま
す
。

飼
犬
は
か
な
ら
ず
鎖
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
野
犬
や
飼
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、
放
し
飼
い

の
飼
犬
に
つ
い
て
も
、
捕
獲
や
薬
殺
を
行
い
ま
す
の
で
御
注
窓
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬
　
　
　
　
▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
7
年
3
月
3
1
日

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い
　
㊥
所
在
地
∴
福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大

㊤
所
在
地
　
福
岡
県
田
川
郡
赤
池
町
大

字
赤
池
5
1
6
－
1
－
1

▽
名
　
称
∴
松
本
馨
地

▽
届
出
先
　
福
岡
県
田
川
郡
赤
池
町
大
　
▽
届
出
先

手
赤
池
1
1
4
6
番
地
の

1
　
赤
池
町
役
場
建
設
課

寵
話
0
9
4
7
2
8
－
2

▽
届
出
期
限

宇
美
産
山
1
9
3
－
6
、

1

9

3

－

．

i

●

l

、

1

9

3

i

8

、

1

9

3

－

9

、

2

3

1
、
2
3
3
－
5
番
地

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大

字
添
田
2
1
5
1
　
添
田

町
役
場
労
働
課
簿
話
0
9

4

7

8

（

2

）

1

2

3

1

昭
和
5
7
年
3
月
3
1
日

し
も
や
け
に
は
、
樽
柿

（
た
る
が
き
）
型
と
多
型

紅
斑
　
（
た
け
い
こ
う
は

ん
）
型
が
あ
り
ま
す
。
樽

柿
型
は
文
字
通
り
た
る
が

さ
の
よ
う
に
手
足
が
ほ
れ

て
く
る
も
の
で
、
こ
ど
も

に
多
く
、
多
型
紙
斑
型
は

手
足
な
ど
に
赤
い
斑
点
や

小
さ
な
ふ
く
ら
み
が
で
き

る
も
の
で
昔
年
女
子
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

闇
つ
け
、
つ
ぎ
に
温
水
に
つ

け
ろ
「
冷
温
交
代
浴
」
を

数
回
く
り
か
え
す
こ
と
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

水
仕
蔀
な
ど
で
ぬ
れ
た

あ
と
は
よ
く
水
分
を
ふ
き

と
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

き
つ
い
ク
ツ
、
ク
ツ
下
、

ガ
ー
タ
ー
や
固
い
イ
ス
な

ど
は
血
行
を
悪
く
す
る
の

で
避
け
ま
し
ょ
う
。

治
療
の
方
法
と
し
て
は

血
管
の
緊
張
を
高
め
る
く

つ
ま
り
ビ
タ
ミ
ン
E
の
内
服

が
効
果
的
で
す
。
た
だ
れ
の
部
分
に

は
抗
生
剤
歌
語
を
布
に
の
は
し
て
張

り
、
赤
く
ほ
れ
た
だ
け
の
と
こ
ろ
は

シ
モ
ヤ
ケ
敵
背
を
よ
く
す
り
こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

お
ん
が
短
歌
会
談
掌

河
中
鞘
曹
先
生
選

離
　
散

冬
な
れ
ど
洒
鉾
形
の
ビ
ニ
ー
ル
の
中
に

は
苺
の
白
き
花
さ
く

白

石

一

夫

ぬ
か
る
田
に
蓮
根
掘
り
を
す
る
人
の
背

に
淡
あ
わ
と
冬
の
陽
が
照
る

久
野
き
よ
の

引
き
つ
ぎ
で
は
や
三
十
年
に
な
る
と
い

う
売
薬
業
者
の
話
は
つ
き
ず

福
田
か
め
の

山
峡
に
広
が
る
池
の
岸
辺
よ
り
飛
び
立

つ
一
羽
の
白
鷺
す
か
し

木
煩
い
の
え

何
処
よ
り
集
り
来
た
る
や
鳩
の
群
的
ま

く
手
筈
と
す
で
に
親
し
も吉

住
　
餌
代
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3月上期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行革内容1時　間i実施会場i担当課名 ����目的及び主な対象等 �備∴着 

2月23日 〈 9日 ��琵穎腿挙人名簿の縦18：30－17：00 ��懲搬務引庶務課 ��及び同居の親族又は配偶者 � 

2 �火 �妊　婦　相　談巨0－ ��役場保健室上尾諜 ��妊産婦 �詳細は 6ページ 

子　宮　ガ　ン　検　診 �9：30－10叫 �中央公民館 �住　民　課 � �詳細は 2月10日号 

家庭教育学士00－12車央公理 ���社会教育課 �学級生 � 

4 �木 �版　画　教　室巨00一12車央公輔車会教育課 ����申込み者のみ 　　　　　i � 

i 1 5 �金 �三二二二両一重銘憲 ���住　民　課 �嵩澄鶉怒籍轡導 � 

老　人　検　診函ニi団 ��‾‾畜銘憲章民談 ��満65歳以上の人 �詳細は 6ページ 

詰縛委員会巨00一　幸公輔i社会敬謙 ���� � 
7 （ 13 �目 （ 土 �サ　イ　レ　ン　吹　鳴 �諜開　　庁務疎 ���e毎日が防火デーです ぼくの家、 �鮮紅は 7ページ 

車 ��親と子の映画観会19：45－15車寿司社会教育課 ����町内在住の親と子 �詳細は 4ページ 

8 �月 �定例区長会中30－　医会懇望 ���庶　務∴課 �各地区々長 � 

9 �火 �乳　児　相　談19：30－10車鰊健重圧民諒 ����生後7－12カ月児 �詳細は 6ページ 

11 �木 �版　画　教　室巨00－12中央公民錦上会教育課 ����申込み者のみ � 
心配ごと相中00－16車軸別館巨祉課 ���� �詳細は 5ページ 

12 �金 �子宮ガン検車：30－10中央公輔車民課 ����疎前申込み者のみ （2／12から申込み受付中） �詳細は 2月10日号 

定例民生委員車：30－　匿会議璧 ���福　祉　課 � � 

遠賀中学校卒業式中一11両賀醗上蔀課 ����卒業予定者217名（男103名 女114名） � 

公民館連絡醒会巨0－16：00 ��中央公民館 �社会教育課 � � 

紹醜講習会①中一17車難民館I社会散開 ����社会教育関係団体 �詳細は 2ページ 

14 �日 �韻搭鞠離宮会④巨00－17：00 ��中央公民館 �社会教育課 �社会教育関係団体 

町民走ろう会上1串強圧教育課 ����申込み者のみ �詳細は 3ペ一一ジ 

15 �月 �宮∴∴ガン検診18：40－10：30国民錦上民課 ���� �詳細は 2月10日号 

乳　児　相　談中一10車嫌飽重圧民諌 ����生後0－6カ月 �詳細は 6ページ 

記事の見落しがないよう、すみすみまでよくお読み下さい


